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パ
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農
業
委
員
が
管
内
視
察

　
　
パ
�
シ
ブ
水
耕
栽
培
の
ト
マ
ト
圃
場
・
風
力
発
電
所

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
八
月
二
十
一
日（
火
）、

管
内
（
市
浦
地
区
）
の
圃
場
及
び
風
力

発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
し
た
農
業
委
員
二
十
名

は
、
市
内
で
は
珍
し
い
パ
ッ
シ
ブ
耕
と

い
う
栽
培
技
術
に
よ
っ
て
、
ト
マ
ト
を

作
っ
て
い
る
ハ
ウ
ス
の
圃
場
の
生
産
者
で

あ
る
山
田
正
伸
氏
か
ら
、
糖
度
が
土
耕

栽
培
よ
り
高
い
点
や
、
玉
伸
び
の
良
さ
、

パ
ッ
シ
ブ
耕
に
適
し
た
段
間
の
短
い
品

種
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
施
設
の
初
期
投
下
費

用
、
生
産
時
期
、
販
売
ル
ー
ト
や
問
題

点
な
ど
の
質
問
を
し
て
、
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
脇
元
地
区
へ
移
動
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
、
県

内
で
も
導
入
普
及
が
進
ん
で
き
て
い
る

風
力
発
電
施
設

の
視
察
と
、
設

置
に
と
も
な
う

農
地
転
用
に
つ

い
て
の
知
識
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
周
辺
農

地
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
確

認
し
ま
し
た
。

　
肥
料
を
有
効
に
使
用
し
、
農
薬
を
よ

り
少
な
く
用
い
て
、
地
球
に
や
さ
し
く
、

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
利
用

し
た
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
―
特 

徴
―

●
産
業
廃
棄
物
の
有
効
利
用

  

培
地
に
は
産
業
廃
棄
物
の
キ
ル
ン
灰

（
製
紙
工
場
で
で
き
る
残
渣
物
を
炭
化

し
た
も
の
）
を
植
物
栽
培
用
に
改
良
し

た
も
の
を
使
用
し
ま
す
。

●
低
コ
ス
ト

 

装
置
が
自
作
で
き
る
の
で
初
期
投
下

資
本
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
。
ま
た
、

肥
料
の
無
駄
も
な
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
が
安
く
つ
き
ま
す
。
従
っ
て
、
連
作

回
避
の
土
作
り
、
資
材
、
労
力
は
い
り

ま
せ
ん
。（
低
コ
ス
ト
）

●
温
室
・
ハ
ウ
ス
の
暖
房
以
外
の
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
不
要

 

培
養
液
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
も
な
い

の
で
ポ
ン
プ
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
培
養
液
を
入
れ
る
タ
ン
ク
も
要
り

ま
せ
ん
。

●
省
力
的

　
培
養
液
を
ベ
ッ
ト
に
入
れ
れ
ば
、
地

下
部
の
管
理
（
か
ん
水
等
）
は
要
り
ま

せ
ん
の
で
省
力
的
で
す
。

●
病
気
が
少
な
い

 

培
養
液
を
循
環
さ
せ
な
い
た
め
、
根

の
病
気
に
対
す
る
危
険
性
が
非
常
に
少

な
い
。

五所川原市農業委員会
五所川原市字岩木町12
0173－35－2111（代表）
農政係（内線2772）
農地係（内線2776）
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ッ
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ブ
耕
と
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第32回北五地区農業委員大会開催第32回北五地区農業委員大会開催第32回北五地区農業委員大会開催

食
と
農
の
講
演
会

食
と
農
の
講
演
会

食
と
農
の
講
演
会

　７月24日（火）、中泊町総合文化センター『パルナス』におい
て、第32回北五地区農業委員大会が開催され、当市から秋田谷
和智農業委員が北五地区農業委員会協議会会長表彰（農業委員
として８年以上在職）を受けました。
　その後、議案の審議に入り、当市の徳田長弘農業委員から、
『議案第１号 経営体育成支援事業に関する要望』が提案されま
した。その他、『議案第２号 野生鳥獣被害対策に関する要望』
の提案もあり、両案が可決されました。可決された議案は後日
要望書として、北五地区農業委員会会長である、斎藤靖裕五所
川原市農業委員会会長から県、農業会議へと手渡されました。

ご存じですか？『人・農地プラン』ご存じですか？『人・農地プラン』ご存じですか？『人・農地プラン』

～あなたの農地は大丈夫ですか？～～あなたの農地は大丈夫ですか？～～あなたの農地は大丈夫ですか？～

　今、私たちの地域・集落では、農業従事者の高齢化や
後継者不足、遊休農地の増加など多くの課題を抱えてい
ます。
　５年後、10年後、私たちの地域・集落の農業・農地は
誰が守っているのでしょうか。今のうちから将来に備え
て、人と農地の問題を一緒に考えてみませんか。

▲

お問い合わせ先
　五所川原市農業委員会　℡0173－35－2111 （内線2772）
　五所川原市農林水産課　℡0173－35－2111 （内線2514）

　『人・農地プラン』は地域の農業を担う、やる気のある農業
者を中心的経営体として位置付け、支援していくものです。地
域の農地を安心して任せられる仕組みを一緒に作っていきまし
ょう。

　夕市が、お月見セールと題して、９月29日（土）に「コミュニティセンター
栄」駐車場で開催します。（９月28日（金）はお休みします。）
　いつもの商品に加え、十五夜に供える、新鮮な果物、ススキなど、多数ご用
意してお待ちしております。
　９月からは、開催時間が、午後３時30分～午後４時30分までとなります。
　お間違えのないようお願いいたします。
　『地産地消を進める会』では、随時会員を募集しております。夕市開催の他
にも様々な活動をしております。興味のある方は下記までご連絡ください。▲

連絡先　五所川原市農業委員会事務局　℡35－2111（内線2774）

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
市
内
金
木
町
芦
野
に
お
住
ま
い
の

中
村
暁
子
さ
ん
で
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、
結
婚
を
機
に
そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
金
木
病

院
を
お
辞
め
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
家
庭
菜
園
程
度
は
、
何
年

も
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
本
格
的
に
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
の
は
、
家
の
新
築
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
家
を
新
築
し
た
の
で
す
が
、
周
り
が
農
地
ば
か
り
で
し
た
。

い
つ
か
は
、
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
た
の
で
、
こ
れ

は
、
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
農
業
を
始
め
ま

し
た
。」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
暁
子
さ
ん
で
し
た
が
、
紆
余

曲
折
あ
っ
た
よ
う
で
す
。「
始
め
た
時
、
一
人
で
何
も
わ
か
ら
ず
、

試
行
錯
誤
の
毎
日
で
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
通
り
に
い
か
な
い
。
天
候
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
上
、

野
菜
は
価
格
変
動
が
激
し
く
、
安
定
と
は
程
遠
い
状
況
が
続
き

ま
し
た
。」
そ
ん
な
苦
労
話
の
時
で
も
、
暁
子
さ
ん
の
表
情
は
生

き
生
き
し
て
い
ま
す
。「
何
も
知
ら
な
い
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
私
に
、
周
囲
の
人
達
は
、
い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

作
業
の
加
減
が
わ
か
ら
ず
、
熱
中
症
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
り
。

初
心
者
の
私
に
、
本
当
に
良
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。
人
と
人
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。
素
直
に
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
失
敗
ば
か
り
で
す
が
、
作
物
が
成
長
し
て
い
く
過
程
、

手
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
に
な
っ
て
い
く
、
そ
の
プ
ロ

セ
ス
を
今
は
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」
と
話
し
ま
す
。

　

今
は
ま
だ
、
栽
培
品
種
を
し
ぼ
り
き
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。

じ
ゃ
が
い
も
や
ナ
ス
な
ど
、
様
々
な
品
種
を
試
し
、
土
地
に
、

そ
し
て
自
分
の
状
況
に
あ
っ
た
品
種
を
決
め
て
い
き
た
い
そ
う

で
す
。

　
「
国
や
自
治
体
の
様
々
な
優
遇
制
度
を
利
用
し
て
、
耕
作
地
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
私
の
様
に
、

ゼ
ロ
か
ら
で
も
農
業
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
官
民
一
体

と
な
り
整
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
女

性
農
業
者
が
も
っ
と
増
え
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。」
と
話
す

暁
子
さ
ん
。
夫
の
亮
さ
ん
は
そ
ん
な
彼
女
を
理
解
し
、
つ
ま
づ

い
た
時
は
、
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
。
彼
女
の
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
ー
の
源
は
そ
こ
に
あ
る
よ
う
で
す
。

「
け
�
ぱ
れ
！

　

担
い
手
」

　

七
月
二
十
七
日（
金
）、
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
お
い
て
、
講
師
に
大
妻
女
子
大
学
教
授
、

田
代
洋
一
氏
を
招
き
『
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』と
題
し
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
百
二
十
人
程
の
市
民
が
集
ま
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
取
り
巻
く
国
内
外
の
情
勢
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
と
の
繋
が
り
に
つ

い
て
、
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

田
代
氏
は
、「
一
年
前
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
情
勢

だ
が
、
政
府
が
判
断
を
く
だ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
慎
重
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
問
題
で
あ
る
と
い
う
証
だ
。
ま
た
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
本
質
は
ア
メ
リ
カ
多
国
籍
企
業
が
他
国
の
国

家
主
権
に
優
先
し
て
利
益
を
追
求
し
、
国
は
国
民
の

生
活
や
国
内
産
業
を
失
う
で
あ
ろ
う
。」
と
訴
え
ま

し
た
。

　
『
人
・
農
地
プ
ラ
ン
』
の
制
度
に
つ
い
て
も
解
説

し
、
制
度
を
利
用
し
、
集
落
営
農
に
繋
げ
て
い
く
よ

う
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

﹃
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
人
・
農
地
プ
ラ
ン
﹄

　中心的経営体に農地を貸して離農する人や、田んぼをやめて
ハウスだけに集中するような人には、一定の条件のもとで、農
地集積協力金（面積に応じて１戸あたり30万から70万）が
支払われます。
　「もうそろそろ、田んぼをやめようかな」というような方は
是非ご相談ください。

　戸別所得補償制度加入者が円滑化事業によって面的集積する
ために６年以上の利用権設定をした場合は、10アールあたり
２万円が農地の受け手に支払われます。

　農地の出し手への農地集積協力金と、受け手への規模拡大加
算の対象となるには、当事者同士で貸し借りを結ぶのではなく、
円滑化団体に利用権設定の相手方を委任する必要があります。
　農業委員会では、円滑化団体と連携して、農地の貸し借りの
ご相談に対応しています。

農地集積支援の主な要件と手続き農地集積支援の主な要件と手続き

　新規就農者が中心的経営体に位置付けられると、一定の条件
のもとで、年間150万円の給付金を最長５年間受けることが
できます。「うちの息子が戻ってきて農業をやると言っている
が、対象になるか？」という方もお問い合わせください。

青年就農給付金（新規就農者への支援）青年就農給付金（新規就農者への支援）

　認定農業者が、中心的経営体に位置付けられると、一定条件
のもとで、貸付当初５年間金利が実質無利子になります。

スーパーＬ資金の無利子化（担い手への金融支援）スーパーＬ資金の無利子化（担い手への金融支援）

戸別所得補償の規模拡大加算（農地の受け手支援）戸別所得補償の規模拡大加算（農地の受け手支援）

『人・農地プラン』と、主なメリット『人・農地プラン』と、主なメリット

農地集積協力金（農地の出し手への支援）農地集積協力金（農地の出し手への支援）
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平成24年9月現在平成24年9月現在平成24年9月現在平成24年9月現在
　下記の農地について、受け手を捜しています。価格等の条
件は交渉できる場合もあります。農地の位置図もありますの
で興味のある方は、事務局農地係へご連絡ください。

※農地を売りたい貸したい方、買いたい借りたい方は、農業委
員会にご相談ください。

持子沢字三原

高野字北原

高野字柳田

前田野目字長峰

羽野木沢字隈無

原子字紅葉

毘沙門字上熊石

金木町川倉宇田野

金木町芦野

梅田字福浦

藻川字間手川

飯詰字狐野

飯詰字桜田

金木町嘉瀬萩元

漆川字清水流

金木町芦野

下岩崎字尾花原

下岩崎字駒返

金木町嘉瀬上端山崎

長富字鎧石

小曲字沼田

神山字山越

神山字山越

金木町嘉瀬駒留

金木町嘉瀬駒留

金木町喜良市坂本

金木町喜良市坂本

金木町喜良市坂本

金木町喜良市坂本

高瀬字鷹ノ爪

原子字山元

金木町芦野

俵元字松代

原子字紅葉

豊成字田子ノ浦

金木町嘉瀬雲雀野

金木町喜良市弓矢形

金木町喜良市坂本

金木町芦野

藻川字千年

藻川字光萢

藻川字川袋

鶴ヶ岡字福田

金木町川倉外沢

田

畑

畑

畑

畑

畑

畑

田

畑

田

畑

田

田

田

田

田

田

畑

畑

田

田

田

畑

畑

畑

畑

田

畑

畑

田

畑

田

畑

畑

畑

畑

田

田

済

済

未

未

未

未

未

未

未

未

有

有

無

済

済

無

済

済

139.5

4.0

53.1

18.3

65.8

19.4

27.9

11.3

19.8

30.1

138.5

24.9

31.3

3.5

60.8

40.8

22.05

19.13

30.99

65.0

8.5

63.2

73.09

 1.70

 3.92

19.17

13.63

13.71

25.90

25.27

31.66

 9.50

0.67

32.54

 2.15

  8.41

19.50

10.61

9.10

5.93

67.97

21.11

67.21

44.96

休耕田

原野化

休耕畑

休耕畑

休耕畑

休耕畑

りんご

水　稲

休耕畑

休耕畑

水　稲

休耕畑

麦

麦

水　稲

水　稲

休耕畑

りんご

休耕田

水　稲

水　稲

休耕畑

休耕畑

休耕畑

休耕畑

そ　ば

休耕畑

休耕畑

休　耕

休耕畑

休耕畑

休耕畑

休耕畑

水　稲

水　稲

55万円

(応相談)

標準

15万円(応相談)

交渉次第

30万円

1万円

1.2万円

畑との交換希望

標準

標準

5.5万円

米２俵の価格

交渉次第

20万円

20万円

全部で米４俵

交渉次第

無償貸与

売渡20～25万

貸付交渉次第

交渉次第

交渉次第

5千円~1万円

5千円~1万円

5千円

応相談

15万円

無償貸与

応相談

応相談

応相談

応相談

応相談

応相談

30万

30万

売渡

貸付

売渡

貸付

売渡

売渡

貸付

貸付

交換

貸付

売渡

貸付

売渡

売渡

貸付

売渡

貸付

売渡

貸付

売渡

売渡

貸付

貸付

貸付

売渡

貸付

売渡

貸付

売渡

売渡

貸付

売渡

貸付

売渡

売渡

貸付

売渡

売渡

 

35

52

61

69

76

79

80

87

89

94

96

97

98

101

105

107

108

117

118

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

受付
番号 区分 農地所在 地目 ほ場

整備
面積
（a）

10a当り
希望価格

利用
状況

各種申請書の受付締め切り日について各種申請書の受付締め切り日について

●毎週金曜日発行
●B３版８～ 10頁建
●購読料：月600円 ［送料、税込み］
◇購読のお申し込みは、お近くの農業委員または市農
業委員会事務局までお願いします

農業の経営とくらしに
役立つ情報をお届けする

○平成24年9月農地部会・農業振興部会
【9月20日（木）】場所：五所川原市民学習情報センター
○平成24年10月農地部会・農業振興部会・総会
【10月19日（金）】場所：五所川原市民学習情報センター
※法令により総会・部会等の会議は公開されております。
また、会議録は農業委員会事務局にて閲覧できます。

【問い合わせ先】市農業委員会  ℡ 35－2111  内線2771

　当委員会では各種申請書の受付締め切り日を次のよ
うに設定しています。
◎農地法第４条申請書、第５条申請書
•農地を農地以外のものとして使用する場合
　例：資材置場・駐車場等
　毎月末日締め切り（末日が市役所閉庁日の場合は翌日）
◎農地法第３条申請書、農用地利用集積計画書の同
意、競売・公売買受適格証明願
•農地を農地として貸借・売買する場合、競売・公売
の入札に参加する場合
　毎月５日締め切り（５日が市役所閉庁日の場合は翌日）
◎あっせん申出書
•あっせんにより農地を貸借・売買する場合
　毎月15日締め切り（15日が市役所閉庁日の場合は翌日）

【問い合わせ先】
市農業委員会農地係　℡35－2111　内線2776

※許可のポイント、申請から許可までの流れ、必要
　書類一覧表等については、農業委員会に備え付け
　ています。

　『けっぱれ！担い手』の取材で、気付いたことがある。収穫した作
物を大切に扱う中村さんの手。大事に育ててきた野菜、無事収穫で
きることの喜び感謝。彼女の手から伝わってきた。
　レスリングの小原選手が金メダルを獲得した時、顔を両手で覆っ
て泣いていた。ごつごつした、彼女の手からは今までの苦労、周り
の人達への感謝、言葉で表現できない喜びを感じた。
　甲子園決勝で敗れた球児達の涙を拭う、日焼けした手。三度も決
勝に進んだ偉業の裏に、彼らの努力があることをその手に感じた。
　自分の手を、見た。少し、日焼けして皺も増えたがまだまだであ
る。手は、人生そのものなのかもしれない。

編集後記

1/11/11/11/1
H24H24H24H24 4444
第41号第41号第41号第41号

認定農業者の相談認定農業者の相談
農業委員会では、認定農業者を希望する農業者の方々
に対し、「農業経営改善計画認定申請書」の記入方法
等について、相談日を設けております。（※金木地区、
市浦地区の方は、各支所で受け付けております。
　相談日については、事前の予約が必要となりますの
で、農業委員会、各支所へ電話にてお申し込みくださ
い。※生産調整の達成、未達成は問いません。

9/1
9/1
9/19/1
H24H24H24H24 4444
第45号第45号第45号第45号
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